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骨形成マーカーとして、カルセインを屠殺 9 日前と 2 日前に投与した。著者は、移植後 6 週で屠殺し
て人工骨を取り出し、非脱灰標本を作製した。矢状断薄切切片（Villanueva-Goldner 染色）にお




著者は、水平断薄切切片（未染色）において 1 辺 200 μm の測定領域をランダムに 5 箇所設定し、測定
領域内において二重蛍光標識の最も伸長した箇所を計測し、各検体 5 箇所の平均を算出した値を石灰化
速度として計測した。人工骨単独群、テリパラチド投与群、骨髄血含浸群、骨髄血含浸＋テリパラチド
投与群の 4 群の比較には、テリパラチド投与の有無と、骨髄血含浸の有無を独立変数とした 2 元配置分
散分析法 (Two-way factorial ANOVA）を用い、p＜0.05 を有意差ありとした。 
（結果） 
 矢状断薄切切片 (Villanueva-Goldner 染色)において、関心領域内の新生骨面積の割合は人工骨単独




群で平均 3.0 ±0.33 μm/day、テリパラチド投与群で平均 4.0 ±0.27 μm/day、骨髄血含浸群で平均 2.7 









ウサギ骨髄血に含まれる間葉系幹細胞様細胞数は、採取骨髄血 1mL 当たり 95 個であった。整形外科グ
ループで実施している濃縮自家骨髄血移植に用いる自家濃縮骨髄血 1 mL 当たりの間葉系幹細胞様細胞
数は、平均 126.7 個であり、未濃縮ながら相当数の間葉系幹細胞様細胞を含んでいるといえる。しかし、
本研究に用いた人工骨には、容積の制限から約 0.086 mL しか骨髄血を含浸することができなかった。
















令和 2年 1月 8日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
